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研究成果概要 

 

CLIO本体は、水没事故以来、復旧作業を続けているが、まだ稼働できる状況にない。  

また、現在は KAGRA に研究者のマンパワーをつぎ込んでおり、早急に CLIO を復旧さ

せる見通しがついていない。ただし、CLIOで初期試験された低温ミラーとその防振系、

懸架系がつぎつぎと出来上がりつつあり、重力波の研究全体としては十分な成果があっ

たと考えている。 
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